障害者施設を利用される区民の皆様へ
　
施設利用に際し、以下の事項についてご案内いたします。
利用できる施設は、
氷川台福祉園、大泉学園町福祉園、光が丘福祉園、大泉町福祉園、関町福祉園
の計５園です。
※施設を利用するにあたり、事前に団体登録が必要になります。
団体登録については区ホームページをご確認ください。

（１）　利用できる日・時間について
①　利用できる日
年末年始の１２月２９日から１月３日までの６日間を除く毎日
②　利用できる時間
・平日の午後６時から９時まで
・土曜、日曜、祝祭日は午前９時から午後９時まで
・１時間単位で利用できます。
　
（２）　利用手続きについて
　　 ①　申請受付窓口
　　　　ア　氷川台福祉園、大泉学園町福祉園の利用を申請する場合
　　　　　受付窓口は各施設です。
　　　　イ　光が丘福祉園、大泉町福祉園、関町福祉園の利用を申請する場合
受付窓口先は、障害者施策推進課地域生活支援担当係です。
※連絡先は「（５）受付窓口」をご確認ください。
②　申請方法
事前にお電話で利用する施設へご利用希望日の空き状況をご確認の上、「利用申請
書」を上記受付窓口に持参もしくは郵送、メールにてご提出ください。
区ホームページに掲載しているLogoフォームからの電子申請も可能です。
・申請は、利用予定日の３か月前の日の属する月の初日から利用の前日までです。
・申請（持参）の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。
・利用申請書を持参して申請する際は、団体登録証をご持参ください。
③　利用の決定
申請受付後、折り返し、利用承認書と料金の納入通知書を発行します。
④　利用料金の支払
・利用料金は、利用日の前日までに納入通知書を用いて金融機関にてお支払くだ
さい。
・利用料金は別表１のとおりです。
・別表２に該当する団体は、利用料の減額または免除制度が適用されます。
詳しくは受付窓口にお問合せください。
⑤　鍵の受け取り
· ご利用の前に、利用する施設に鍵の受け渡し方法をご確認ください。

（３）　利用にあたっての注意事項
①　利用後は、使用した部屋（場所）の椅子や机を元に戻してください。また電灯、エアコンのスイッチ、給湯室のガス等（含む卓上コンロ）を点検してください。チェック表に記入し、鍵とともに返却してください。光が丘福祉園はロボットゲートのリモコンも同時にご返却ください。
②　アルコールの持込みや、園内での喫煙はご遠慮ください。
③　ゴミ等はお持ち帰りください。
④　園にあるスリッパをご利用いただくか上履きをご持参ください。
⑤　駐車場を利用される方は、予め台数をご報告ください。

（４）　利用できない場合について
　　次のような場合は利用をおことわりすることがあります。
　　　①　近隣の住民や一般区民に対して迷惑行為と判断されるとき
②　営利を目的にした行為と判断されるとき
③　施設の管理運営上、支障があると判断されるとき
④　その他、区長が利用を不適当と判断したとき

（５）受付窓口
	施設名
	連絡先

	氷川台福祉園
	〒１７９－００８４　　　練馬区氷川台２－１６－２
℡　　０３－３９３１－０１６７
✉　　FUKUSIEN1@city.nerima.tokyo.jp

	大泉学園町福祉園
	〒１７８－００６１　　　練馬区大泉学園町３－９－２０
℡　　０３－３９２３－８５４０
✉　　OGKTFUKUSIEN01@city.nerima.tokyo.jp

	障害者施策推進課
地域生活支援担当係
	〒１７６－８５０１　　　練馬区豊玉北６－１２－１　練馬区役所
℡　　０３－５９８４－１０４３
✉　　SHOGAISISAKU09@city.nerima.tokyo.jp






別表１（施設一覧表）

	障害者施設名
	住所・
電話番号
	施　設　名
	面　　積
	使用料
（時間単価）

	光が丘福祉園

	光が丘2丁目4番10号

3976-5100
	多目的ホール
	１３２㎡
	５００円

	
	
	食堂
	１２０㎡
	５００円

	大泉学園町福祉園
	大泉学園町3丁目9番20号

3923-8540
	多目的ホール
	１５０㎡

	６００円


	
	
	食堂
	１１４㎡
	４００円

	大泉町福祉園
	大泉町3丁目29番20号

5387-4681
	多目的ホール

	　１３２㎡
	５００円

	
	
	食堂
	　２０９㎡
	８００円

	関町福祉園
	関町南3丁目15番35号

3594-0217
	多目的ホール

	　１１６㎡
	４００円

	
	
	食堂
	　１２２㎡
	５００円

	氷川台福祉園
	氷川台2丁目16番2号

3931-0167
	多目的ホール
	　１５１㎡
	６００円













別表２（使用料の減免について）

	　使用料を減額し、または免除することができる場合
	減　免　額

	１  区が主催し、または共催する事業で利用するとき。
	免　　　　除









	２　第２条各号に掲げる障害者施設の利用者およびその家族で構成する団体が利用するとき
	

	３  官公署が行政目的のために、利用するとき。
	

	４  区内の団体が行政への協力等の目的のために利用するとき。
	

	５  区内の保育所、幼稚園、小学校、中学校、ろう学校または特別支援学校が教育目的で利用するとき。
	

	６  第５条の規定により登録を受けた団体で、構成員の半数以上を７５歳以上の者が占める団体が利用するとき。
	

	７  区が後援し、協力し、または協賛する事業で利用するとき。
	５割減額












	８  幼稚園、小学校、中学校、ろう学校および特別支援学校以外の区内の学校が教育目的のために利用するとき。
	

	９  別に定める区内の公共的団体が本来の活動目的で利用するとき。
	

	１０ 第５条の規定により登録を受けた団体が、団体登録を受けた目的のために利用するとき。（第６号に該当する場合を除く。）
	

	１１ 第５条の規定により登録を受けた団体で、構成員の半数以上を身体障害者、知的障害者または精神障害者が占める団体が利用するとき。
	

	１２ 第５条の規定により登録を受けた団体で、構成員の半数以上を６５歳以上の者が占める団体が利用するとき。（第６号に該当する場合を除く。）
	

	１３ その他区長が特に必要があると認めるとき

	免除または
５割減額
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